
平成２５年春 春日市一斉清掃運動 

桜ケ丘地区清掃運動（諸岡川清掃） 

 

開催日時：平成２５年５月１２日 午前７時～１１時 

開催場所：桜ケ丘地区全域（春日市全域） 

参加人員：多数（諸岡川入水は約３０名：桜ケ丘地区自治会） 

 

 

 桜ケ丘地区において開催された清掃運動は以下の要領で行われた。 

 

 午前７時に桜ケ丘地区老人会「松寿会」のメンバーは、同地区内の「桜ケ丘公園」並び

に「桜ケ丘児童遊園」に集まり、低木剪定も行い

ながら園内清掃を行った。この時期は常緑樹の落

葉の季節でもあるし、またツツジなど花芽のある

樹木はこの時期を逃すと来年度の開花が見られ

ないという事もあっ非常に重要な時期である。３

０名以上の町内のご高齢者の方がこれらの作業

を行いながら、草むしりまで行い園内を綺麗にさ

れていた。 

 

８時からは町内の全てに近い人々が、各ご家庭から、町内会の集合場所である「桜ケ丘

児童公園」に各々のごみ袋に町内のゴミを集めながら持ち寄り点呼を取られていた。 

集められたゴミは自治会で分別して、当日市の収集業者へ引き渡す手筈である。 

当初は少ないと感じていたゴミであるが、一時

間でこれほどの量に膨れ上がる。普段、我々が

意識しないだけで実はこれほどのゴミが町に

落ちているかと思うと、改めてまだまだ我々の

と言うか、一部の心無い人々の意識の低さ

を改めて痛感する。私自身も心から反省す

ることしきりである。 

 



 この後、午前９時からは「桜ケ丘」地区と「日の出」地区の間を流れる「諸岡川」の清

掃を行う。因みに、春日市に於いては雨水と下水等の汚水は「分流式」と言って常に別の

流れで処理を行っている。当然、この諸岡川も雨水専用の河川であるので、基本、入るの

に鼻をつまむような強烈な汚臭も無ければ見た目も決して汚くはない。しかし、川の清掃

である以上、重労働であることは間違いな

いのだが・・・ 

 町内の有志の皆さんは長靴等の重装備で

町内の老松神社に集合。これも３０名を超

えていた。ここから３か所に梯子を下し、

諸岡川に入っていく。 

諸岡川は三面舗装の河川であり、護岸に

は検知石の擁壁があるが、そこはそれ自然

の生命力の強さ。モルタルの目地を押し破っ

てここかしこから植物が顔を出している。自

然を愛する私としては、本来、こういった生

命力にあふれる自然の息吹を尊重したいとこ

ろではあるのだが、それを言っていては作業

が進まない。また作業中にもいくつか発見し

たが、すでに「雑草」と言うよりも、立派に

「木」と言っていいような植物の根まで壁を

突き破って顔を出しているところも多々見

られる。これを放置すれば、擁壁などいっぺ

んに崩壊してしまうだろう。心を鬼にして草

木の除去に精を出した。 

（撤去前風景） 



 作業は下流からと上流の両方から行う。

手に持った小型の鎌でも使いながら撤去を

行っていく。はっきり言って気の遠くなる

ような、驚くほどの重作業である。これを

町内の固い絆で推し進めていく。まあ、言

ってしまえば「人海戦術」ではある。自分

の周辺の擁壁を綺麗しては、また少しその

先へ進む。この繰り返し・・・ 

 

 これを、足を水の中に沈めながら約２時間繰り返した。 

一応報告をしておくが、この日は長靴を履いてきたにも拘らず、水底の滑りに足を足ら

れて水没した者１名。「雨の日に履かんからわからんかった！」と言う、なんとも理屈の通

らないような理由で、自らの長靴に穴が開いていることに気が付かず、長靴の中が水浸し

状態の者が３名。「もっと高い長靴にしとけば良かった！」と悔やみつつ、 

長靴より水深の方が深くて長靴の意味を為さなかった方が１名いらっしゃったことを記し

ておく。 

 しかし、清掃の甲斐あって、清掃後の風景がこちら！！ 

「前の川と同じ？？」と見紛うほどに綺麗になった。 

「税金を払っているんだから川の清掃くらい行政でやれ！！」 

これはある意味もっともなご意見である。しかし、財政の問題以前に、当然モラルの問

題もある。何でもかんでも金で解決する事ばかりではない。「自らの住む地域は自らが守る」

その思いが重要であるのも紛れもない事実だ。そして、街を汚さないことも同様に・・・ 

 常にご参集いただく町内の人々の、無言ではあるが、そんな思いに常に学ぶことばかり

である。きつい作業ではあるが、その分だけ郷土を愛する思いも増えていく、そんな行事

であると思う。 

  

 



一応誤解なきように言っておくが、私も当

然長靴で作業を行っている。あまりみっと

も良い恰好ではないがこれも記念に載せて

おく。当時の顔はとても掲載できない。疲

れで２０は老けているから・・・ 

 

最後は今一度、老松神社に集合して、自治

会長並びに清掃部長からの御挨拶の後、解

散。 

私もまっしぐらに家に帰り、早々にシャワーを浴びたのは言うまでもない。 

 疲れた・・けれど充実した作業でした。 

本当に皆様、「お疲れ様でした！！」 


